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分館役員のみなさん
　専門部は、町公民館の事業をそれ
ぞれ分担して企画立案し、公民館運
営の要として活動します。

令和6年度の公民館事業がスタートしました。本館専門部のみなさん、分館役員のみなさんを紹介します。
一年間よろしくお願いします。

（敬称略）

　町公民館事業全体を検討し、
推進します。

　健康増進のため体育事業を企
画し、運営します。

　文化事業を企画し、運営します。

　公民館報を編集し、発行します。

部　長	 滝沢　幸映	 （御所沢）
副部長	 北沢　一憲	 （上五明）
	 中沢美智子	 （　泉　）
	 荻原　秀三	 （日名沢）

部　長	 神尾　栄治	 （入横尾）
副部長	 中曽根まゆみ	（上　平）
	 矢嶋　仁	 （四ツ屋）
	 小宮山浩一	 （南日名）

部　長	 山﨑　和巳	 （月　見）
副部長	 水出　和子　	（苅屋原）
	 高藤　典昭	 （立　町）
	 高井　　久	 （新　地）

部　長	 元島　武文	 （網　掛）
副部長	 平田　義紀	 （新　町）
	 田中　健司	 （金　井）
	 都筑　賢司	 （横　町）

本館専門部員のみなさん

総務部

文化部

体育部

広報部

令和6年度坂城町公民館事業スタート！

分　館 分館長 副分館長 文化部長 体育部長 広報部長
鼠　 宿 木全　賢二 富井　裕治 長谷川　修 赤池　　登 吉岡　　亮
新　 地 山﨑　秀巳 南澤　正雄 高井　　久 坪内　卓哉 山﨑　充孝
金　 井 竹内　茂和 宮下　和久 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 前山　真矢 田中　健司
入 横 尾 田中　　優 関根　秀行 鎌原　　敏 神尾　栄司 西沢　和也
町 横 尾 三角　健次 宮下　隆雄 青木　雄紀 中村　雄志 竹花　洋明

泉 中沢美智子 井出　未麗 橋本　重直 荒井　聖子 米倉　　充
中 之 条 保坂　義昭 丸山　浩司

中島　一弥 町田　　圭 町田　公平 滝澤　克彦
四 ツ 屋 池田　公雄 甘利　靖之 広田　勝敏 矢嶌　　仁 鷲津　英明
戌 久 保 丸橋　建一 降旗　雅一 - 今溝　翔太 平良　一文
御 所 沢 滝沢　幸映 高見幸一郎 柳沢　順子 滝沢　　清 大橋あつ子
田　 町 小林　秀樹 竹堤　恵一 井上　智之 片桐　　修 小宮山勝人
横　 町 宮﨑　義也 蒲原　敏一

小見山芳哉 宮本有紀代 大日向進也 都筑　賢司
込　 山 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 安島　澄人 竹鼻　正和 栗林　　寛 中沢　則彦
立　 町 関戸　正文 児玉　　芳明

金井　　大輔 髙籐　典昭 田村　　亮 坂口　宗久
旭 ケ 丘 小宮山弘人 北澤　圭介 寺島こづ枝 小宮山弘人 小林　久江
南 日 名 笠井　隆治 柘植　幸男

深井志津男 塚田　利幸 小宮山浩一 塚田　利幸

北 日 名 柳沢　直実 中村　実二
中沢　忠和 柳澤　直也 柳澤　勇雄 西澤　英司

日 名 沢 萩原　秀三 塚田　克彦 春日　利徳 春日　琢磨 石原　敏子
大　 宮 池田　千尋 池田　利幸 小野　　天 牧村　浩明 塩野入由美人
新　 町 清水　浩樹 千野　純一

清水　邦男 佐藤　庸介 池田　浩希 平田　義紀

坂　 端 髙橋　憲彦 高橋　　貴
髙橋　光博 高橋　伴幸 竹中　　譲 高橋　　昇

苅 屋 原 酒井　博司 小出　正紀 水出　和子 神田　浩志 水出　恒明
網　 掛 髙井　資昌 塩野入繁人

宮入　真道 沢崎　泰弘 神田　純一 元島　武文

上 五 明 北沢　一憲 鈴木　久男
山城　忠則 竹内みゆき 山城　洋平 塚田　洋介

上　 平 菅原　美佳 小出　和博 小出　裕子 中曽根まゆみ 大橋　正浩
小　 網 西澤　茂盛 宮沢　正博 宮下　寛子 小島　俊二 関　　貞巳
月　 見 鳴海　健児 宮﨑　佳昭 山﨑　和巳 村岡　俊哉 渡辺　　剛
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。
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図
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館
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史
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ル
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０
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４
年
7
月
10
日
生
ま
れ
。
マ
ル

チ
ー
ズ
と
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
ミ
ッ
ク
ス
犬
で
オ
ス
。

知
り
合
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の
ブ
リ
ー
ダ
ー
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「
1
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？
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縮
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だ
っ
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ぶ
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ぶ
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。
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。
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。
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る
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。
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嫌
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っ
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る
。

外
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る
と
き
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よ
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て
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く
。
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体
に
ピ
タ
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と
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っ
つ
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す
。
ず
っ
と
一
緒
に
い
よ
う
ね
と
耳
元
で
囁
く

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
次
は
中
乗
真
紀
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

５
０
０
字
リ
レ
ー
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ー
ク

「
ル
チ
オ
」

新
町
　ル
チ
オ
の
母

　4月12日（金）に、令和6年度公民館文化講座の開講式が開催され
ました。
　今年度の講座は12講座13教室の開講となります。
　この講座は、生涯を通じた生きがいづくりに挑戦しようとする初心者
を対象としております。年度途中からの受講希望者も歓迎しております。
興味・関心のある講座がありましたら、お誘い合わせてご参加ください。

俳句　短歌
茶道（表千家）　茶道（裏千家）
書道　古文書　絵画
木彫　陶芸　コーラス
詩を楽しむ　季節の郷土料理
自主講座盆栽

公民館文化講座

坂城町文化センター耐震補強及び
大規模改修工事竣工式

　令和 6 年 6 月 28 日（金）に、坂城町文化センター耐震補強及び大規
模改修工事竣工式が行われました。
　山村町長はじめ関係者の皆様によるテープカットの後、竣工式が行わ
れ、盛大に文化センター完成の祝賀が行われました。ドローン撮影によ
る館内施設の記念映像上映では、上空から文化センターを鳥瞰した様子
を確認したほか、新しく生まれかわった各部屋の紹介を行いました。
　文化センターは、地域文化の発展の拠点として、多くの皆様の文化活
動や情報発信の場となることを祈念しております。
　7 月 1 日から貸し館を行っております。ご利用の際には、文化センター
１階事務室または、TEL 0268-82-2069 までお問い合わせください。

テープカット

2階コミュニティホール

大会議室

事務室と管理室


